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すべての保護者対象のプログラム　（プログラム集２－③P38～P41）

「しつけ」ってなあに？
【プログラムのねらい】

　子どもは成長とともに、家族の一員であるとともに社会の一員である部分が拡大していきます。それ

にともない、守るべき一定のルールが必要になります。「自主性に任せる」とか、放任主義ということ

とは異なります。子ども自身が自分に自信をもてるようになるためにも、ルールやマナーを身に付けて

いくことが大切であることを学習します。

【プログラムの展開例】（時間：60分程度）

○進め方　◎ことばかけ 留　　　意　　　点

導
入
10
分

○自己紹介をします。 ○明るく元気な話し方を心がけます。

○プログラムのねらいや学習の進め方について
説明します。

○今日のプログラムのねらいについて、ポイン
トをしぼりわかりやすく説明します。

○自己紹介やゲームを行い、緊張を和らげたり、
参加しやすい雰囲気づくりをします。

○参加者に気を配り、ゲームに参加できていな
い人や戸惑っている人には、明るく声かけを
して参加を促します。

○ゲームなどが終了するまでに、次の活動にス
ムーズに移れるようグルーピングしておきま
す。

○１グループにつき５～６人（全体の人数が少
ない場合は３～４人）を目安に編成します。

○導入で時間を取りすぎると展開やまとめの時
間が少なくなります。あらかじめ時間配分を
考えて進めていくようにします。

展
開
40
分

◎「ワーク１」のエピソードを読んでみましょう。
エピソードの中で気付いたことをメモ欄に記
入しましょう。

○気が付いたこと何でもいいですからメモする
ように話します。

◎それぞれの異なる立場（「よしきくん」、「よし
きくんのおかあさん」、「待っている友だち」）
で考えましょう。

○ブランコは子どもたちが大好きな遊びです。
しかし、どこの公園でもブランコの数より乗
りたい子どもの数が多くて、順番待ちが生じ
ます。小さなトラブルも発生します。今まで
の体験をもとに気付いたことを書くように助
言します。

○よしきくんは、ブランコに乗りたい気持ちが
大変強いこと。自分が先に乗っていたという
言い分を押さえておきます。

○まもなく３歳という子どもにとっては、順番
を守ることは難しいことですが、時間をかけ
て教えていくべき大切なことであることを確
認します。
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◎「ワーク２」に従って、グループで話し合っ
てみましょう。

◎エピソードのような場面で困ったことはあり
ますか。

○各グループを回り、意見交換の様子や出さ
れている意見の内容について把握しておきま
す。

◎エピソードの場面であなたならどうします
か。

○会場を回りながら、出されている意見は共感
的に受け止め、コメントをします。

◎現在、しつけで困っていることはありますか。 ○望ましい「しつけ方」についてばかりではなく、
自分（の家庭）なりの「しつけ方」のヒント
が見つかればよいことを強調します。

○「子育て」や「しつけ」で悩むことはつらい
ことかもしれませんが、親の成長につながる
ことを話します。

ま
と
め
10
分

◎今日の学習のまとめをしましょう。

○参加者一人一人に今日の学習を通して考えた
ことや感想を書いてもらいます。

（ふりかえり）

○今日の学習を振り返り、特に印象に残ったこ
とを中心に書くように話します。

○発表してもらいます。 ○あらかじめ、数人の方に感想を発表してもら
うようにお願いしておきます。

○発表を共感的に受け止め、発表に対して手短
にコメントします。

○社会の一員として生活していくためには、
ルールが必要であり、そのためにもしつけが
大切であることを話します。また、プログラ
ム集P40の資料「しつけには次の２つのこと
があります」を活用しまとめます。

※　設定時間が短い場合には、ワーク１を中心に流れを考えるようにします。


